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 本市では、少子高齢化や人口減少が進む中で、誰もが将来にわたって安全・安心で住

みよい地域を実現していくため、市民と行政が協働で地域づくりに取り組む「市民協働

で創るまちづくり」を進めています。 

市内全２８地区において、多様な主体が連携して地域づくりに取り組む「地域コミュ

ニティ組織」の形成に向けて取り組まれております。 

令和５年度中の全地区での設立を目指しており、地域コミュ二ティ組織の運営や活動

の一助となるよう令和４年度までに設立した組織の活動を紹介します。  
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【松任地域・松任地区】  

 

暮らしていく、その先へ。松任。 

 

  

（令和 4年 12月末現在） 

人 口 16,320人 

世帯数 6,900世帯 

高齢化率 （65歳以上） 25.4％ 

人口増減数（H17と比較） 10.3％ 

集落数 39 

 

 

 

 

 

4月 「女性が考えるコミュニティ」研究会・婦人会  

「高齢者が思うこれからのつどい」研究会・星寿会  

 5月 「松任をあらためてみる」研究会・地区町内会 役員理事会 

7月 「松任地区のまちづくり」研究会・地区町内会３８町 町内会長 

8月  準備会全体会議 

  9月  ニュースポーツ交流会 

  11月 「松任をふりかえる」研究会・松任地区サロン代表 

11月   準備会進捗報告会 

通年   準備会役員打合せ 

   

 

防災防犯   生涯学習   健康福祉 

松任地区で活動されている各種団体に

「松任」の「まちづくり」について考え

てもらう機会を作ってもらいました。 

役員理事会 

各種団体    町内会    地区住民 

事務局 

松任まちづくり協議会 

総 会 

●令和４年度の主な活動 

●地区の概況 

●地域づくりのしくみ 
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○取組内容 

・松任地区スポーツ協会が主体となり壮年

会・婦人会全面協力のもと、子育て世代

のスポーツのつどいを開催しました。 

・令和 5 年度では汗を流したあとの世代間

交流お楽しみ会も開催予定です。 

★工夫したポイント★ 

・若い子育て世代が息抜きしやすく、世代交

流もできるように配慮しました。 

○成果・課題・展開 

・継続的かつ発展的なスポーツ交流会となる

よう努めます。 

 

 

 

     

     

○取組内容 

・安心して暮らしていける「松任」を再認

識してもらい、この先の未来を子どもた

ちにも分かりやすく知って考えてもらえ

るように周知します。 

 

★工夫したポイント★ 

・図式やイラストを多くし、一目でわかるよ

うに意識しました。 

○成果・課題・展開 

・老若男女問わず、6,900世帯に周知するため、

お届けする情報が偏らないように常に発信

していくよう努めます。 

ニュースポーツ交流会 

▲ドンマイ(笑)頑張って！ 

 

 

▲準備体操も大事 
 

 

広報誌での啓発 

 

●取り組みを紹介します！ 

 
 

▲準備会お知らせ（令和 4年 11月発行） 

 

▲協議会広報（令和 5年 5月発行） 

月 
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【松任地域・石川地区】  

 

誰もが安心して暮らし続けられる“健康な”石川地区 

 

  

（令和 4年 12月末現在） 

人 口 4,536人 

世帯数 1,870世帯 

高齢化率 （65歳以上） 27.8％ 

人口増減数（H17と比較） -0.3％ 

集落数 13 

 

 

 

 

 

 

  4月 つながり農園（草刈り・苗づくり） 

 5月 つながり農園（春野菜植え） 

8月 夏祭り（農産物支援、活動支援） 

  9月 つながり農園（収穫祭） 

  10月 オータムフェスタ（石川カフェ、いしかわまち歩きの合同開催） 

   1月 ウィンターフェスタ（青年部活動とＰＴＡ活動、石川カフェの合同開催） 

   通年 広報活動（広報の発刊とインターネット、ＳＮＳでの情報発信） 

   

  

各種団体 区長会 

地区住民 

事務局 監事 

コミュニティクラブいしかわ（石川地区まちづくり協議会） 

総 会 

役員会 

会長、副会長 

会計、理事 

広報 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

企画 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

つながり農園 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

石川まち歩き 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

参
画 

●令和４年度の主な活動 

●地区の概況 

●地域づくりのしくみ 



6 
 

 

 

 

      

○取組内容 

・地元住民から福留町の味知郷神社や、水

害から地区を守る霞提の説明。 

・まち歩きの後、つながり農園でとれたさ

つまいもを加工して振る舞う。 

・ベトナム人の方と子供たちとバトミント

ンで交流。 

 

★工夫したポイント★ 

・つながり農園で収穫した野菜を加工して振

る舞う。 

○成果・課題・展開 

・過去に手取川水害あったので、地区で水害

対策の重要性が認識された。 

・子供から高齢者、外国人が食の交流で笑顔

になった。 

 

 

 

     

○取組内容 

・左義長にあわせて、青年団が栽培した芋

煮と餅つきを行い、キッチンカーをいれ

ることで賑わいをつくりました。 

★工夫したポイント★ 

・つながり農園で収穫した野菜を使った大

鍋をつくった。 

○成果・課題・展開 

・例年、単独開催の行事が連携させることで、

団体間の協力が得られるとともに、多くの

参加がありました。 

ウィンターフェスタいしかわ 

●取り組みを紹介します！ 

いしかわまち歩き 

▲地区の食材でコミュニケーション 

▲にぎわいづくりのキッチンカーの出店 ▲芋煮の大鍋（青年団） 

 

▲左義長（PTA行事） 

▲福留町の味知郷神社 
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【松任地域・柏野地区】  

 

共に助け合い、みんなで作る活力ある新しい地域コミュニティ 

 

  

（令和 4年 12月末現在） 

人 口 810人 

世帯数 321世帯 

高齢化率 （65歳以上） 37.3％ 

人口増減数（H17と比較） -11.2％ 

集落数 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4月 設立準備会立ち上げ 

 6月 設立準備会 

9月 設立準備会 

  11月 設立準備会 

   3月 設立準備会 

  通年 広報活動（広報の発刊） 

   

  

会 計 

まちづくり 

プロジェクト 

生涯学習 

プロジェクト 

防犯・防災 

プロジェクト 

総 会 監事 

事務局 

●地区の概況 

役員会 

会長、副会長 

理事 

運営審議会 

代議員 

各種団体 

地域住民、賛同法人、他 

環境美化 

プロジェクト 

コミュニティ柏野 

●令和４年度の主な活動 

●地域づくりのしくみ 
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○取組内容 

・コロナ禍で地区社会体育大会などが中止

となったことから、地区全体で取り組む

軽スポーツ大会を実施した。 

 実施種目 

 ①グランドゴルフ②缶つり③ストラック

アウト④玉積み⑤輪投げ 

 

★工夫したポイント★ 

・コロナ対策として、開会式は行わず９時か

ら１４時までの個別自由参加とした。 

○成果・課題・展開 

・幼児から高齢者まで参加しやすい種目で、

好評であった。 

・雨天時の対応とボランティアの確保。 

 

 

 

         

○取組内容 

・これまでじょんがら公園管理委員会や壮

年会、老人会等が個々に実施していた公

園及び周辺の清掃活動を各種団体合同で

実施した。 

★工夫したポイント★ 

・各種団体との日程調整。 

○成果・課題・展開 

・予定人数以上の参加があり、効率的に清掃

作業を実施することができた。 

・作業資材の充実。 

・環境美化活動として全世代による公園周辺

の花植等を実施したい。 

・参加団体の拡充。 

  

じょんがら公園合同清掃活動 

 

●取り組みを紹介します！ 

柏野地区スポーツ大会 

写真② 

▲玉積み ▲缶つり 

▲ストラックアウト 

▲じょんがら公園の清掃活動 
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【松任地域・出城地区】  

 

共に助け合い、みんなで作る活力ある新しい地域コミュニティ 

 

  

（令和 4年 12月末現在） 

人 口 10,366人 

世帯数 4,023世帯 

高齢化率 （65歳以上） 19.1％ 

人口増減数（H17と比較） 34.0％ 

集落数 21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  5月 検討会立ち上げ（以降 3回） 

 6月 各種団体の活動実態調査 

10月 設立準備会立ち上げ（以降 4回） 

   住民 Webアンケート 

  12月 まちづくりワークショップ 

   通年 広報活動（広報誌の発刊） 

   

  

賑わい創出 

プロジェクト 

子ども育成 

プロジェクト 

健康増進 

プロジェクト 

運営会議 

役員会 

会長、副会長 

理事 

代議員 

監事 

地区住民・各町内会・各種サークル 

総 会 

町
内
会
長
会 

出城まちづくり

協議会 

安全安心 

プロジェクト 

常設事務局 

生
涯
学
習
事
業 

出城まちづくり協議会 

●令和４年度の主な活動 

●地区の概況 

●地域づくりのしくみ 

連携 
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○取組内容 

・集計の手間とコスト削減ため Webで実施、

用紙での回答も用意。 

・地区住民にまちづくり組織設立の機運の

醸成と周知、地区に対する意識調査。 

・若い世代に地区対する関心度のアップ。 

・地域課題調査。 

★工夫したポイント★ 

・選択方式の 23の設問、回答を簡単にできる

内容にした。 

○成果・課題・展開 

・幅広い世代から回答が得られた。 

・地域コミュニティ組織に対し意見・要望が

あり、Webならではの多様な意見があった。 

 

 

 

 

     

     

○取組内容 

・地区の「魅力・自慢・強み」を気軽に楽

しく、話し合いの場。 

・子供会や学校の PTAの子育て世代の参加。 

・市役所の住んでます職員の参加。 

・未来の出城地区のまちづくりのヒントを

探る。 

 

★工夫したポイント★ 

・クリスマス前なので楽しめるようにクリス

マス雰囲気を造った。 

○成果・課題・展開 

・いろいろな世代の人と話が出来て良かった

という意見が多かった。 

・来年度に継続実施、出城の魅力を探る。 

・グループ発表シートは公民館ロビーに展示。 

▲スマホ入力画面 

 

▲全戸配付チラシ 

▲ワークショップ 

まちづくりワークショップ 

bou 

▲サンタさんも発表 

▲アンケート結果を広報で報告 

 

  

住民Ｗebアンケート 

bou 

●取り組みを紹介します！ 
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【松任地域・中奥地区】  

 

共に助け合い、みんなでつくる活力ある新しい地域コミュニティ 

 

  

（令和 4年 12月末現在） 

人 口 6,998人 

世帯数 2,816世帯 

高齢化率 （65歳以上） 21.7％ 

人口増減数（H17と比較） -1.3％ 

集落数 18 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 5月 なかおくみんなでまちづくりワークショップ 

      設立準備会設立（～1月まで設立準備会を開催） 

  2月 中奥地区地域コミュニティ組織設立総会 

  3月  防災グッズ類購入 

   通年 広報誌検討会・広報誌発行  

(広報誌検討は、コミュニティ組織全体の方針づくりとして「運営会議」で行った。) 

   

防災防犯部会 

・町内会長会 

(自主防災組織) 

・防犯協会 

・交通安全協会 

・ＰＴＡ 

・消防分団など 

・(中奥防災の会) 

●令和４年度の主な活動 

健康福祉部会 

・地区社協 

・民生委員児童

委員 

・福祉協力員 

・ふれあいサロ

ンなど 

まちづくり部会 

・里づくり協議会 

・体育協会 

・じょんがら保存会 

・つぼみ会 

・中子連 

生涯学習部会 

・現公民館 

・(コミュニティ 

中奥事務局) 

環境美化部会 

・心和会 

・中好会 

・壮年会 

監事 

中奥地区コミュニティ組織（コミュニティ中奥） 

総 会 

●地区の概況 

●地域づくりのしくみ 

代議員 

町内会長会 

事務局 

役員会 

会長、副会長 

理事、部会長 

 会計 

運営会議 

運営審議会 
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▲防災グッズの購入モデル品と展示の様子 

 

▲防災イベントでの「炊き出し」試食会 

 

写真① 

 

 

 

 

 

      

○取組内容 

・中奥公民館で地域を考える「まちづくり

ワークショップ」を、篠田隆行氏を講師

に迎え実施した。 

話し合いでは、「中奥の自慢・魅力・強

み」「中奥の困っていること」「中奥の今

後の希望」について各人の考え・アイデ

アを出し合い、将来の中奥地区のありよ

うについて話し合った。 

★工夫したポイント★ 

・ワークショップでの、「前向きな」各人の工

夫や考えを、広報誌によって地区の方々とも

共有した。制作では写真・グラフ・表などを

活用し、読みやすい紙面作りに心掛けた。 

○成果・課題・展開 

・今後の中奥地区のコミュニティ組織としての

課題や方向性を考える一つのきっかけにな

った。 

 

 

 

     

     

○取組内容 

・「防災袋と準備のグッズ類」を「コミュニ

ティ組織」補助金で購入した。地区の防災

イベントに合わせてそれらを展示した。 

★工夫したポイント★ 

・各町内会での「避難訓練」や防災イベント

で、目に見える形で「避難グッズ類」モデ

ルとして展示し、避難意識の啓発に活用し

ようと考えた。 

○成果・課題・展開 

・中奥地区全体としてはこれまで防災組織が

なかったので、まず町内会の避難訓練から 

 進める。身近におきている「地震や豪雨災

害」から“身を守るすべ”を知り、避難訓

練を実践することから防災組織づくりを進

めたい。そのため「五感を通した活動・講

演会・ワークショップ」等を大事にしなが

ら、事業計画を展開したいと考えている。  

なかおくみんなでまちづくりワークショップ 

防災事業 

▲ワークショップの広報誌 

 

▲ワークショップの様子 

●取り組みを紹介します！ 
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【松任地域・林中地区】  

 

笑顔をつなぐ林中 

 

  

（令和 4年 12月末現在） 

人 口 3,997人 

世帯数 1,552世帯 

高齢化率 （65歳以上） 32.1％ 

人口増減数（H17と比較） -2.5％ 

集落数 11 

 

 

 

 

 

 

 

  5月 林中一周駅伝大会、防災リーダー勉強会 

  6月 民生委員児童委員・福祉協力員研修会 

 7月 通学路、松南グラウンド、健康ひろばの除草、結ネット説明会 

8月 防災リーダー勉強会 

  10月 松南グラウンド草刈り、文化祭、公民館前のプランター花植栽 

  11月 地区防災訓練 

  12月 健康ひろばの清掃、公民館清掃、民生委員児童委員・福祉協力員研修会 

   2月 みんなでまちづくりワークショップ 

  通年 広報活動（広報誌発行、ホームページ） 

防災防犯部 

・自主防災会 

・防犯協会 

・消防分団 

・交通安全協会 

・推進隊など 

事務局 監事 

●令和４年度の主な活動 

健康福祉部 

・地区社協 

・民生委員 

・福祉協力員 

・福祉施設連絡

協議会など 

まちづくり部 

・まちづくり委

員会 

・商工振興会 

・スポーツ協会 

生涯学習部 

・公民館 

・公民館運審 

・振興会 

・子ども会 

・ＰＴＡなど 

環境美化部 

・教和会 

・すみれ会 

・壮年会 

・町内会 

・遺族会など 

林中 

地区協議会 

コミュニティ林中 

総 会 

役員会 

会長、副会長 

部会長、理事 

●地区の概況 

●地域づくりのしくみ 
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○取組内容 

・情報発信権限者（各会長等）に活用依頼。 

・日頃の会議招集や意見、賛否確認などに

利用依頼。 

★工夫したポイント★ 

・操作説明会を数回に分けて開催。 

・口コミ作戦。 

・導入しないと情報が遅れると感じさせる。 

○成果 

・稼働後いきなりの豪雨、大雪で活躍。 

・100名→150名にインストール者増える。 

○課題 

・一部団体長（情報発信者）に消極的、無関

心的な方がいること。 

・ID数拡大時に予算を確保すること。 

 

 

 

     

     

○取組内容 

・従来の家庭単位の安否確認を個人単位の安否

確認を追加。 

・時間の経過と共に実態が把握できる。 

★工夫したポイント★ 

・事前案内して回答希望を伝える。 

・会場でも説明実施で未解答者も回答に応じ

る。 

・各家庭を見回らなくても良い。 

○成果・課題・展開 

・もしもの時は「何時でもつながってる」と

いう安心感。 

・短時間で被害状況の把握に大いに役立つ。 

・利用者の拡大（ID発行されているが未ｲﾝｽ

ﾄｰﾙ者）。 

・システム運営にはある程度の IT スキル必

要（役員任期で交代した時の課題）。 

・予算の確保など。 

12:37 

《結ネット》 

中村用水 危険 
参考 増水中 危険 

８
月
４
日 

防災報道 

《消火器訓練》  《ＡＥＤ訓練》  《消防署による講演》 

結ネット安否確認（防災訓練） 

結ネットの活用 

豪雨 大雪 

●取り組みを紹介します！ 

12:16 13:00 13:37 

逆流 

14:05 14:30 14:54 

 

結ネットで 10名

の意見徴収実施

(賛否)で判断 

 

 

22/7月   8 月 4日    8月           12月     23/1 月  

ワンタッチで切替り自動

的に集まってくる時間経

過で連絡無しが減少 
訓練開始約１０分後に

各家庭を見回り集計 

水位低下 

Ｈ
Ｐ
に
掲
載 

緊急速報メール 

《安否確認集計・掲示》 

操作 

説明会 
 夏祭り 

中止決定 

 ≪ 防災訓練（避難訓練）≫ 

令和４年１１月２７日（日） 

《町内別安否確認カード集計》  

《結ネットによる安否確認》  

《結ネットの集計》  
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【松任地域・山島地区】  

 

みんなが主役でつくる我がまち山島 

 

  

（令和 4年 12月末現在） 

人 口 2,899人 

世帯数 1,110世帯 

高齢化率 （65歳以上） 32.7％ 

人口増減数（H17と比較） -16.1％ 

集落数 18 

 

 

 

 

 

 

  4月 健康ウォーキング（10月まで、毎週日曜日） 

  6月 美しいまちづくり運動 

 8月 防災委員会設立（防止事業の企画、運営） 

  10月 美しいまちづくり運動 

ＮＨＫ防災出前講座（文化展会場に「水害を考えるブース」を設置） 

  11月 高齢者交通安全、防犯教室 

     避難訓練（水害） 

   12月 フードドライブ（ＳＤＧｓ関連事業） 

   2月 防災講演会 

  3月 ハザードマップ作成して全戸配布（ラミネート加工） 

防災防犯部 

・町内会長会 

（防犯協会） 

・交通安全協会 

・松南分団 

・防災委員会 

町内会長会 

健康福祉部 

・親和会 

・体育協会 

・地区社協 

・福祉協力委員会 

 

 

生涯学習部 

・公民館 

・青年部 

・夏まつり会 

・子ども会 

・ＰＴＡ 

・こども園保護者会 

環境美化部 

・壮年会 

・環境保全協議会 

・ほたるの会 

・美しいまちづ

くりの会 

事務局 監事 

●令和４年度の主な活動 

総 会 

役員会 

会長、副会長 

役員 

●地区の概況 

山島地区コミュニティ協議会 

●地域づくりのしくみ 
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○取組内容 

・テーマ「命を守る！備える防災！」とし

て文化展会場に「水害を考えるブース」

を設置し、ＮＨＫ災出前講座を開設。 

・浸水体験！ＡＲ体験、災害パネルの展示、

「ｄボタン説明チラシ！」、「こだわりヒ

ーローなりきり体験」等の紹介。 

★工夫したポイント★ 

・文化展会場の入り口付近にブースを設置し、

多くの地区の皆さんに参加いただいた。 

○成果・課題・展開 

・文化展会場を訪れた、約 500 人の子供から

お年寄りまで幅広い層に、水害に対する防

災について考える機会になった。 

 

 

 

     

     

○取組内容 

・水害発生時の指定緊急避難所（金沢工業

大学やつかほリサーチキャンパス）の場

所を把握することを目的に、各町内の一

次避難所からの移動訓練。 

・防災ミニ講習として県防災士会副理事長、

大月氏を講師に「避難行動」の講習。 

★工夫したポイント★ 

・金沢工業大学様との綿密な打ち合わせを

実施し、予定通り開催できた。 

○成果・課題・展開 

・避難所が３教室に分かれていたが、金沢工

業大学様の協力でリモートで実施できた。

この協力体制は、実際の災害発生時にも繋

がるものだと思われる。 

・一次避難の状況が見えていないが、今後の

訓練で計画していきたい。 

避難訓練＆防災ミニ講習 

bou 

NHK防災出前講座 

bou 

▲文化展を見に来た親子の参加 

 

▲ＮＨＫ職員からの説明 

 
▲町内ごとに避難所への移動 

 
 

▲受付で避難者数及び氏名報告 
▲３教室に分かれての防災講習 

●取り組みを紹介します！ 
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【松任地域・千代野地区】  

 

（住みやすいまち、住み続けたくなるまち） 

 

  

（令和 4年 12月末現在） 

人 口 5,377人 

世帯数 2,241世帯 

高齢化率 （65歳以上） 41.9％ 

人口増減数（H17と比較） -17.0％ 

集落数 16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  6月 広報「ちよにてぃ」発行 

  7月 個別避難計画協議 

 8月 個別避難計画説明会、個別避難計画協議 

   9月 民生委員による個別避難計画避難支援区分調査（～11月） 

  10月 親子防災イベント（千代野小及び千代野分署にて防災体験） 

   12月 広報「ちよにてぃ」発行 

     ＳＤＧｓ研修会 

  3月 千代野まつりをテーマにワークショップ  

広報 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

人材発掘 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

事務局 

総会(役員＋代議員) 

 

監事 

事業検討 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

防災 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

各種団体 
町内会 

連合会 

地区住民 

●令和４年度の主な活動 

千代野まちづくりネット 

参
画 

●地区の概況 

●地域づくりのしくみ 

(親子防災 
イベント） 

(ワーク 
ショップ） 

(個別避難計画) (ちよにてぃ 
発行） 

役員会 

会長、副会長 

会計、理事 
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○取組内容 

・ポンプ車操法見学 

・千代野分署における放水体験、見学等 

・防災クイズ 

・防災体験：毛布担架、ダンボールベッド、

防災かるた、間仕切り、簡易トイレ、チ

ラシで食器づくり、防災グッズ展示 

★工夫したポイント★ 

・さまざまな団体との連携（PTA、金城大など） 

・地域の防災士、ボランティアの活用。 

・消防団の PR。 

○成果・課題・展開 

・家族で防災を考えるきっかけになった。 

・防災士の方に活躍してもらえる場になった。 

 

 

 

     

     

 

○取組内容 

・個別避難計画説明会（８／１０） 

・関係団体代表者会議（８／２５）  

・民生委員による調査（９～１１月）  

★工夫したポイント★ 

・関係団体との調整（とくに町内会連合会、

民児協、福祉協力員）。 

・個別避難計画のイメージの共有。 

 

 

○成果・課題・展開 

・地区で個別避難計画を作成することを決定。 

・個別避難計画の内容、調査方法は未定。 

・各町内会の自主防災組織の強化が必要。 

・個人情報の取り扱いについての考え方の統

一が必要。 

個別避難計画の作成 

bou 

親子防災イベント 

bou 

 

▲チラシで食器づくり 

 

▲ポンプ車操法 

●取り組みを紹介します！ 

▲個別避難計画説明会 
 

避難行動要支援者名簿 

の 活 用 イ メ ー ジ  

個別避難計画 

災害時の支援が円滑に行われるように要支援

者毎に個別避難計画を策定する。 
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【美川地域・美川地区】  

 

目指す姿「歴史を紡ぎ、学びを育み、笑顔で永く住み続けられるまち」 

 

  

（令和 4年 12月末現在） 

人 口 3,869人 

世帯数 1,653世帯 

高齢化率 （65歳以上） 37.2％ 

人口増減数（H17と比較） -10.4％ 

集落数 20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  5月 パンフレット発行 

 6月 ワークショップ 

8月 健康福祉部勉強会「児童虐待とは」 

  9月 防災グッズ＆「非常食ブッフェ（食の体験会）」、美川地区防災士紹介 

防災についての授業（美川小 4年） 

  10月 美川の歴史授業（美川小 6年） 

  11月 福井県三国コミュニティセンターとの交流 

  12月 第 2回「みかわまちづくりカフェ」 

  1月 美川小 6年生による「空き家問題提案発表会」 

  2月 広報紙「MESSAGE」発行 

  3月 福井県三国コミュニティセンターとの交流、総会 

 

美川まちづくり協議会  

●地区の概況 

●令和４年度の主な活動 

美川振興会 

校下青年団 

美川おかえりの会 

おかえり祭りを守る会 

美川商工会等 

文化協会 体協 

小学校 育友会 

子ども会連合会 

ぴぃすく美川等 

総会 

役員会 

運営会議 

会長、副会長 

会計、部会長、事務局長 

健康福祉部 
暮らしを支える 

コミュニティスクール 

美川小学校 

安全安心部 
命と生活を守る 

学校運営協議会 

コーディネーター 

地域の各種団体 

校下区長会 

北消防団分団 

防犯協会 

交通安全協会 

見守り隊等 

地域のサポーターが講師 

やボランティアとして 

授業や行事等に参画 

みかわ賑わい部 
賑わいを生み出す 

約 3,900 人 29 団体 

地域学校協働活動 

・安心で安全に暮らせる 

生活環境づくり 

・防災体制の整備 

・独居高齢者の安全 

・子どもの見守り推進 

地区社協 

老人クラブ  

民生・児童委員 

更生保護女性会 

 保護司会等  

 生涯学習部 
学びを育む 

・伝統文化の継承 

・日本遺産「北前船」に係る 

地域振興 

・おかえり祭りの継承 

・海岸の環境づくり 

・子どもからお年寄りまで楽

しく暮らせる生活環境づ

くりの推進 

・高齢者の集える場所づくり 

生涯学習の推進 

スポーツの生活化 

地域と学校の連携・協働 

●地域づくりのしくみ 
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○取組内容 

・防災グッズの説明 

・非常食、保存食の紹介 

・美川地区在住の防災士の紹介とお話し 

★工夫したポイント★ 

・みかわまちづくりカフェで提案された

内容をもとに計画をした。 

・いつもの防災訓練と違った食に関する

ことで関心を高めた。 

○成果・課題・展開 

・コロナ禍で非常食・保存食の試食はできなかっ

たが進化している非常食のことを知ることが

出来、種類の多さにも感心させられ盛り上がっ

た。 

・申し込みが多く、またの機会に参加していただ

くようお願いをしたほど関心が高かった。 

・研修会のお土産として準備した非常食・保存食

を持ち帰ってもらったことは良かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○取組内容 

・地域課題「空き家の可能性を考える」をテーマに高校生か

ら高齢者の人たちとのワークショップ（34人参加）。 

○成果・課題・展開及び工夫したこと 

・昨年の第１回で提案された「空き家問題」について継続し

て話し合った。 

・美川小６年生による地域学習の提案発表（中間）は子ども

から大人まで一緒になって考える良い機会になった。 

・多様な世代が集まり幅広い提案がなされたことは非常に有

意義であった。 

「空き家問題」提案発表 

美川小６年 

〈活用方法提案発表〉 

・集中できるカフェ 

・リラックスできる足湯カフェ 

・気軽に立ち寄れる地産地消カ

フェ 

 
金沢大 篠田隆行准教授 

地域の活気には、住んでいる

人たちが楽しそうにしている

ことが何より大切なこと。 

防災訓練 

bou 

▲防災士の紹介 

●取り組みを紹介します！ 

みかわ まちづくりカフェ（２回目） 

bou 

美川公民館もＳＤＧｓに取り組んでいます 

避
難
生
活
を
支
え
る 

非
常
食
・
保
存
食 

 

防災訓練 

非常時だからこそおいしい食事が欲しい… 

どれだけ体調が悪くても、困難な状況でもこれなら食

べられるというものがあれば安心です。 

防災グッズ＆「非常食ビッ

フエ（食の体験会）」開催 

令和４年 ９/４○日  10:00～11:30 

会場:美川小体育館（地域開放玄関からお入り下さい） 

講師:防災士 新栄 得哲（しんえい やすのり）氏 

対象:小学生から一般 どなたでも 

募集:５０名（定員になり次第締め切ります） 

 

美川公民館まで電話で申し込んで下さい 

（８月１７日水～３１日水までにお願いします） 

美川公民館ホームページからも申し込みできます 

問合せ 美川公民館 ２７８－２４００ 

 

申込み方法と問合せ 

主催 美川まちづくり協議会        安心安全部会 

▲非常食の説明 
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【美川地域・蝶屋地区】  

 

安全あんしんで心豊かな美しいまち 

 

  

（令和 4年 12月末現在） 

人 口 5,704人 

世帯数 2,217世帯 

高齢化率 （65歳以上） 23.6％ 

人口増減数（H17と比較） -4.5％ 

集落数 13 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4月 美川消防署防災講座 蝶屋っ子さくら探検隊 

  5月 アプリコットパークの花苗の植栽と育成活動（～9月）グランドゴルフ大会 

  6月 ビーチボール大会 

  7月 ペタンク大会、夏祭り 

 8月 児童を対象にした通学路の安全アンケート調査の実施 

 9月 PTAと見守り隊の協働見守り活動の開始、海岸清掃 

  10月 蝶屋地区総合防災訓練 地区体育大会 

  11月 避難所設営に関する防災講座、地区文化祭、河川ゴミ清掃と調査実施 

  2月 模擬災害体験会 

   3月 桜祭り開催 ラージボール卓球大会 

教養・文化部会 

・公民館協力員 

・子ども会会長 

・小学校育成会 

・こども園保護者会 

・じょんがら保存会 

・桜守の会 

事務局 

監事 

防災・防犯部会 

・町会代議員 

・蝶屋分団 

・見守り隊 

・防犯協会 

校下区長会 

環境美化部会 

・有志部会員 

・公民館協力員 

 

健康・福祉部会 

・各町公民館長 

・各町主事 

・地区社協 

・健老会 

・体育協会 

・民生児童委員 

蝶屋まちづくり協議会 

役員会 

会長、副会長 

会計、部会長 

事務局（館長） 

務局 

●地区の概況 

生涯学習事業 

・公民館職員 

・地区団体役員 

・協力員 

・ボランティア 

・その他 

●令和４年度の主な活動 

総 会 

●地域づくりのしくみ 
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○取組内容 

・防災講座の開催（２回） 

・地区防災訓練の実施 

・地区防犯会議の実施 

・児童通学路、その他の危険個所の調査と

対応など 

★工夫したポイント★ 

・地区各町会の代表間の情報の共有。 

・通学路のこども目線での危険度調査。 

○成果・課題・展開 

・各町会自主防災組織の結成手引書の編纂。 

・自主防災会の訓練マニュアル集の編纂。 

・見守りボランティアの増加。 

 

 

 

 

     

     

○取組内容 

・早咲きの河津桜並木での桜祭り 

・アプリコットパークの美化整備 

・地区の海岸の環境汚染調査と清掃活動 

・地区内河川のゴミのポイ捨てによる汚染

状況の調査と清掃活動 

★工夫したポイント★ 

・地区住民団体への呼びかけ。 

○成果・課題・展開 

・芝桜 500 株、ナデシコ 600 株、水仙 900 球

を移植、除草など育成活動を実施。 

・海岸の再清掃と調査、プラスチックごみの

分類等の調査、６月末の市の清掃後３か月

でまた１００Kgのゴミが集められた。 

・地区の桜名所横の河川の清掃と調査。 

・ごみのポイ捨てが目立つ。 

  

環境美化活動 

bou 

防災・防犯活動 

bou 

▲地元河川の清掃・調査活動 ▲地区海岸清掃・調査活動 ▲桜まつり 

▲児童対象の通学路アンケート（抜粋） 

 

 

●取り組みを紹介します！ 

▲地区防災訓練 

  

 
 

蝶屋小学校５、６年生の皆さんへ

今回、皆さんが通学時に利用する「通学路」についてのアンケートに
ご協力をお願いします。日ごろ「通学路」を利用する皆さんが気づいた
こと、どんなことでもかまいませんので、気軽にお答えください。

◆あなたは何年生ですか？
あてはまるもの一つに〇を記入
（ ５年生 ・ ６年生 ）

◆あなたはどこの町内会に住んでいますか？
あてはまるもの一つに〇を記入

（ 長屋町 ・ 末正町 ・ 手取町 ・ 美取町 ・ 井関町 ・ 西米光町 ・ 鹿島
町 ・蓮池町 ・ 平加町 ・ 若草町 ・鹿島平西 ・ 鹿島平東 ・ 鹿島平中 ）

◆あなたが利用する「通学路」に危ない、こわいと思うところはありま
すか？　あてはまるもの一つに〇を記入
　（ ある ・ ない ）
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【美川地域・湊地区】  

 

安全安心で心豊かな美しいまち 

 

  

（令和 4年 12月末現在） 

人 口 2,712人 

世帯数 1,151世帯 

高齢化率 （65歳以上） 32.6％ 

人口増減数（H17と比較） -11.9％ 

集落数 11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   通年 防災講座（児童館、学校等での防災講座） 

  通年 地域実態把握（地区カルテの提示） 

  通年 広報発刊（年 2回）  

  6月 小舞子海岸美化清掃 

  10月 災害避難訓練（安否確認・新型コロナ対応避難訓練） 

     異文化交流（外国の方の防災講座実施） 

  

湊地区コミュニティ 

校下区長会 

スポーツ・文化部会  

・寿会 

・体育協会 

・スポーツ推進員 

・公民館委員 

事務局 

監事 

役員会 

会長、副会長 

会計、部会長 

防災・防犯部会 

・自主防災会 

・公民館委員 

健康・福祉部会 

・地区社協 

・すこやか会 

・公民館委員 

 

環境・ジオ部会 

・桜と黒松を守る会 

・寿会 

・育友会 

・公民館委員 

●令和４年度の主な活動 

総 会 

●地区の概況 

●地域づくりのしくみ 
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○取組内容 

・住民全員を対象に取り組みを拡大し、清

掃活動を実施。 

★工夫したポイント★ 

・市の海岸清掃に日程を合わせた。 

○成果・課題・展開 

・地域での清掃活動に対する意識が高まった。 

・幅広い年齢層での参加があったが、若者世

代の参加が少ない。 

・分別や粗大ごみの運搬が困難。 

 

 

 

     

     

○取組内容 

・黄色いタオルによる安否確認訓練。 

・要介護者およびコロナ感染者を想定した

避難所の開設。 

★工夫したポイント★ 

・町内会を絞って小規模で開催。 

○成果・課題・展開 

成果 

・初めての取り組みであったが、参加率が高

かった。（参加率 80％） 

・防災会、区長等の役割分担が見えてきた。 

課題 

・救援グループの明確化が必要。 

・災害時の人的配置や係分担。 

・市危機管理課との共通理解。 

  

安否確認災害訓練 

bou 

オールみなと小舞子海岸清掃 

bou 

▲小舞子海岸の清掃 

 

 

 

▲無事を知らせる黄色いタオル 

 

🔺コロナ対応避難所開設訓練 

  

●取り組みを紹介します！ 
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【白山ろく地域・白峰地区】  

 

 

 

  

（令和 4年 12月末現在） 

人 口 674人 

世帯数 309世帯 

高齢化率 （65歳以上） 45.1％ 

人口増減数（H17と比較） -40.5％ 

集落数 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   7月 買い物支援事業の検討 

    （令和４年度に地区社協で実施した市内事業所の出張販売事業をまちづくり協議会で 

引き継ぐ） 

ＮＰＯ白峰まちづくり協議会における地域コミュニティ組織の検討 

  

白峰区 

総 会 

NPO 法人白峰まちづくり協議会 

桑島区 

理事会 

目的 

まちづくりの課題の 

政策協議 

目的 

決定機関 

執行部会 

テーマ② 

市からの事業 公民館

 

テーマ① 

まちづくり事業 

 地域コミュニティ活動 

ＮＰＯ白峰まちづくり協議会 

●令和４年度の主な活動 

●地区の概況 

●地域づくりのしくみ 
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○取組内容 

・東京大学北陸サテライトや金沢大学との協

力により、令和４年９月１８日に地区社協

が主催して無印良品の出張販売を実施し

た。他の事業所からも出張販売の協議をし

ており、今後継続した事業になるようにま

ちづくり協議会が引き継いでいく。 

 

○成果・課題・展開 

・定期開催化に向けた検討。 

 

  

買い物支援事業の検討 

bou 

▲地区社協で実施した買い物支援事業 

【北國新聞 4.9.19】  

 

●取り組みを紹介します！ 



      

 

 

 

《お問い合わせ》 

 白山市企画振興部協働推進課 

 〒924－8688 白山市倉光二丁目１番地 

 TEL 076-274-9517   FAX 076-274-9518 

  E-mail kyoudou@city.hakusan.lg.jp 


